
(57)【要約】

【課題】　本発明は壁材を直接、釘等の固定具で打設す

ることなく、壁材を壁下地に簡単に施工できる壁材の取

付方法に関するものである。

【解決手段】　

幅方向の一側端縁には外側方に突出した雌実部２５、他

側端縁には内側方に突出した雄実部２６を形成すると共

に、裏面には外方に突出した足２８を設け、上端の足の

根本には係止溝２９を形成した壁材Ｂと、壁材Ｂの係止

溝２９を係止する嵌合溝１１を板状の固定部材Ｆを一定

ピッチで形成することにより形成し、上下端部に雄雌連

結構造を形成した長尺状の下地兼取付部材Ａとからなり

、壁下地αに下地兼取付部材Ａを横にその雄雌嵌合によ

り複数本連結して固定具βにより固定し、壁材Ｂの係止

溝２９を下地兼取付部材Ａの嵌合溝１１に挿入し、その

後壁材Ｂを躯体側に押圧して下地兼取付部材Ａに形成し

た接着剤Ｐと壁材Ｂの足２９を接着して壁材Ｂが固定さ

れている壁材Ｂの取付方法である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
幅 方 向 の 一 側 端 縁 に は 外 側 方 に 突 出 し た 雌 実 部 、 他 側 端 縁 に は 内 側 方 に 突 出 し た 雄 実 部 を
形 成 す る と 共 に 、 裏 面 に は 外 方 に 突 出 し た 足 を 設 け 、 上 端 の 足 の 根 本 に は 係 止 溝 を 形 成 し
た 壁 材 と 、 壁 材 の 係 止 溝 を 係 止 す る 嵌 合 溝 を 板 状 の 固 定 部 材 を 一 定 ピ ッ チ で 形 成 す る こ と
に よ り 形 成 し 、 上 下 端 部 に 雄 雌 連 結 構 造 を 形 成 し た 長 尺 状 の 下 地 兼 取 付 部 材 と か ら な り 、
壁 下 地 に 下 地 兼 取 付 部 材 を 横 に そ の 雄 雌 嵌 合 に よ り 複 数 本 連 結 し て 固 定 具 に よ り 固 定 し 、
壁 材 の 係 止 溝 を 下 地 兼 取 付 部 材 の 嵌 合 溝 に 挿 入 し 、 そ の 後 壁 材 を 躯 体 側 に 押 圧 し て 下 地 兼
取 付 部 材 に 形 成 し た 接 着 剤 と 壁 材 の 足 を 接 着 し て 壁 材 が 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
壁 材 の 取 付 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 壁 材 を 直 接 、 釘 等 の 固 定 具 で 打 設 す る こ と な く 、 壁 材 を 壁 下 地 に 簡 単 に 施 工 で
き る 壁 材 の 取 付 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 壁 材 、 特 に セ メ ン ト を 主 材 と し た 窯 業 系 の 壁 材 は 、 長 手 方 向 の 両 側 縁 に 相 决 り 構
造 の 雄 実 部 と 雌 実 部 を 形 成 し た も の が 数 多 く 上 市 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 壁 材 は 壁
下 地 に 固 定 す る 際 に 、 係 止 片 を 形 成 し た 下 地 材 に 嵌 合 し て 取 り 付 け る 方 法 が 採 ら れ て い る
。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － １ ０ ８ ９ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ２ ６ １ ９ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ は 窯 業 系 防 火 下 地 材 上 に タ イ ル 固 定 部 材 を 固 定 し 、 タ イ ル 固
定 部 材 に 外 装 タ イ ル を 嵌 合 し て 固 定 す る 構 造 で あ る が 、 嵌 合 が 確 実 で な く 、 破 損 時 に 一 気
に 破 損 し た タ イ ル が 落 下 す る 危 険 性 が あ っ た 。 ま た 特 許 文 献 ２ は 下 地 材 の 横 突 条 部 に 外 装
壁 片 を ク リ ッ プ を 介 し て 固 定 す る 構 造 で あ る が 、 タ イ ル の 成 形 精 度 と ク リ ッ プ の 成 形 の 関
係 で 、 ガ タ 付 く 危 険 性 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 幅 方 向 の 一 側 端 縁 に は 外 側 方 に 突 出 し た 雌
実 部 、 他 側 端 縁 に は 内 側 方 に 突 出 し た 雄 実 部 を 形 成 す る と 共 に 、 裏 面 に は 外 方 に 突 出 し た
足 を 設 け 、 上 端 の 足 の 根 本 に は 係 止 溝 を 形 成 し た 壁 材 と 、 壁 材 の 係 止 溝 を 係 止 す る 嵌 合 溝
を 板 状 の 固 定 部 材 を 一 定 ピ ッ チ で 形 成 す る こ と に よ り 形 成 し 、 上 下 端 部 に 雄 雌 連 結 構 造 を
形 成 し た 長 尺 状 の 下 地 兼 取 付 部 材 と か ら な り 、 壁 下 地 に 下 地 兼 取 付 部 材 を 横 に そ の 雄 雌 嵌
合 に よ り 複 数 本 連 結 し て 固 定 具 に よ り 固 定 し 、 壁 材 の 係 止 溝 を 下 地 兼 取 付 部 材 の 嵌 合 溝 に
挿 入 し 、 そ の 後 壁 材 を 躯 体 側 に 押 圧 し て 下 地 兼 取 付 部 材 に 形 成 し た 接 着 剤 と 壁 材 の 足 を 接
着 し て 壁 材 が 固 定 壁 材 の 取 付 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に よ れ ば 、 （ １ ） 壁 材 を 破 損 す る 危 険 性 が
な い 。 （ ２ ） 取 付 強 度 が 強 い 。 （ ３ ） 施 工 後 の 壁 材 の 安 定 感 が 増 し 、 地 震 等 の 揺 れ に 対 し
て 壁 材 が 外 れ て 剥 落 す る こ と が な い 。 （ ４ ） 破 損 時 に 一 気 に 剥 落 す る こ と が な い 。 （ ５ ）
ガ タ 付 か な い 。 等 の 特 徴 、 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 以 下 に 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 の 一 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。 図 １ 、 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 上 記 取 付 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 、 図 ３ ～ 図 ７ （ ａ ） 、 （ ｂ
） は 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に 使 用 す る 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ を 示 す 説 明 図 、 図 ８ （ ａ ）
、 （ ｂ ） は 壁 材 Ｂ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ は 後 記 す る 壁 材 Ｂ の 下 地 兼 固 定 材 と し て 機 能 し 、 壁 材 Ｂ の 固 定 下 地 、
断 熱 下 地 、 防 水 下 地 、 気 密 下 地 、 防 火 下 地 、 耐 火 下 地 、 耐 震 下 地 、 等 と し て 有 用 な も の で
、 表 面 材 Ｃ 、 芯 材 Ｄ 、 裏 面 材 Ｅ よ り な る も の で あ る 。 表 面 材 Ｃ と し て は 、 例 え ば 図 ３ ～ 図
７ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 カ ラ ー 鋼 板 、 ア ル ミ ・ 亜 鉛 合 金 メ ッ キ 鋼 板 、 ア ル ミ ニ ウ
ム 板 、 チ タ ン 板 、 ス テ ン レ ス 板 、 銅 板 、 フ ッ 素 樹 脂 被 覆 鋼 板 、 ク ラ ッ ド 鋼 板 、 ラ ミ ネ ー ト
鋼 板 、 制 振 鋼 板 等 の 金 属 薄 板 、 等 を ロ ー ル 成 形 、 プ レ ス 成 形 し た も の 、 あ る い は ア ル ミ ニ
ウ ム 合 金 、 合 成 樹 脂 材 、 等 を 押 出 成 形 し て 長 尺 状 に 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 芯 材 Ｄ と し て は ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム 、 ポ リ イ ソ シ ア ヌ レ ー ト フ ォ ー ム 、 フ ェ ノ ー ル フ
ォ ー ム 、 塩 化 ビ ニ ル フ ォ ー ム 、 ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム 、 ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 、 ユ リ ア フ
ォ ー ム 等 の 合 成 樹 脂 発 泡 体 、 あ る い は 石 膏 ボ ー ド 、 セ メ ン ト 板 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 板 、 珪 酸
カ ル シ ウ ム 板 、 セ ラ ミ ッ ク 板 、 木 片 セ メ ン ト 板 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 板 、 シ ー ジ ン グ ボ ー ド
、 シ ー ジ ン グ イ ン シ ュ レ ー シ ョ ン ボ ー ド 、 合 板 、 ま た は グ ラ ス ウ ー ル 、 ロ ッ ク ウ ー ル 、 等
の 繊 維 系 断 熱 材 、 等 よ り な る も の 、 さ ら に は こ れ ら を カ ナ ッ ペ 構 造 、 サ ン ド イ ッ チ 構 造 に
形 成 し た 複 合 板 、 も し く は こ れ ら を シ ー ト と カ ナ ッ ペ 構 造 、 サ ン ド イ ッ チ 構 造 に 形 成 し た
複 合 板 、 等 の 一 種 よ り な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 裏 面 材 Ｅ は 金 属 材 、 あ る い は ア ス ベ ス ト 紙 、 ク ラ フ ト 紙 、 ア ス フ ァ ル ト フ ェ ル ト 、 金 属
箔 （ Ａ ｌ 、 Ｆ ｅ 、 Ｐ ｂ 、 Ｃ ｕ ） 、 合 成 樹 脂 シ ー ト 、 ゴ ム シ ー ト 、 布 シ ー ト 、 石 膏 紙 、 水 酸
化 ア ル ミ 紙 、 ガ ラ ス 繊 維 不 織 布 等 の １ 種 、 ま た は ２ 種 以 上 を ラ ミ ネ ー ト し た も の 、 あ る い
は 防 水 処 理 、 難 燃 処 理 さ れ た シ ー ト 等 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｆ は 固 定 部 材 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 図 ３ （ ｃ ） （ 正 面 図 ） 、 （ ｄ ） （ 斜 視
図 ） に 示 す よ う な 板 状 の 部 材 を ス ポ ッ ト 溶 接 、 接 着 剤 、 等 の 接 着 を 介 し て 一 定 ピ ッ チ で 形
成 し た も の で あ り 、 壁 材 Ｂ を 図 １ に 示 す よ う に 引 っ 掛 け て 固 定 す る た め の も の で あ る 。 勿
論 、 溶 接 の 場 合 に は 、 芯 材 Ｄ を 形 成 前 に 取 り 付 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 固 定 部 材 Ｆ の 素 材 と し て は 、 主 に 金 属 製 素 材 よ り な り 、 ス ポ ッ ト 溶 接 が 可 能 な 素 材 が 有
効 で あ る 。 例 え ば 、 カ ラ ー 鋼 板 、 ア ル ミ ・ 亜 鉛 合 金 メ ッ キ 鋼 板 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 、 チ タ ン
板 、 ス テ ン レ ス 板 、 銅 板 、 フ ッ 素 樹 脂 被 覆 鋼 板 、 等 の 金 属 薄 板 、 等 を ロ ー ル 成 形 、 プ レ ス
成 形 し た も の 、 あ る い は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 合 成 樹 脂 材 、 等 を 押 出 成 形 し て 長 尺 状 に 形 成
し た も の で あ る
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 詳 説 す る と 、 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ は 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 固 定 部 材 Ｆ は 図 ３ （ ｃ ）
、 （ ｄ ） に 示 す よ う に 形 成 す る も の で あ り 、 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ の 形 状 は 、 垂 直 平 面 状 の 固
定 片 部 ２ と 設 置 片 部 ３ よ り な る 固 定 部 １ と 、 上 端 の 雌 型 連 結 部 ４ と 下 端 の 雄 型 連 結 部 ５ と
か ら 形 成 し た も の で あ り 、 固 定 部 １ は 上 端 を 内 方 に 屈 曲 し て 傾 斜 し た 上 側 壁 ６ と 略 水 平 な
下 側 壁 ７ と 上 側 壁 ６ と 下 側 壁 ７ 間 を 凹 状 に へ こ ま せ た 固 定 面 ８ と 、 固 定 面 ８ に 形 成 し た 凹
状 に 窪 ま せ た 固 定 部 ９ と 、 下 側 壁 ７ 近 傍 に 形 成 し た 凹 状 の 接 着 剤 位 置 決 め 部 １ ０ と 、 固 定
部 材 Ｆ に よ り 形 成 し た 嵌 合 溝 １ １ と 、 図 ６ に 示 す よ う に 固 定 部 材 Ｆ に よ り 形 成 し た 水 抜 き
溝 １ ２ と か ら 形 成 し た も の で あ る 。 ま た 、 固 定 部 材 Ｆ は 水 平 面 ６ ａ 部 分 に 一 定 ピ ッ チ で ス
ポ ッ ト 溶 接 等 を 介 し て 固 定 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 雌 型 連 結 部 ４ は 、 上 端 を 上 方 に 突 出 し た 差 込 片 １ ３ と 、 差 込 片 １ ３ の 先 端 を 内 側 方 に 屈
曲 し た 上 面 １ ４ と 、 上 面 １ ４ の 先 端 を 外 側 方 へ 突 出 し た 下 面 １ ５ と 、 上 面 １ ４ と 下 面 １ ５
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と か ら 形 成 し た 差 込 溝 １ ６ と 、 下 面 １ ５ を さ ら に 外 側 方 へ 突 出 し た 防 水 面 １ ７ と 、 防 水 面
１ ７ の 先 端 を 折 り 返 し た 舌 片 １ ８ と か ら 形 成 し た も の で あ る 。 雄 型 連 結 部 ５ は 、 下 端 を 内
方 に 屈 曲 し た 下 片 １ ９ と 、 下 片 １ ９ の 先 端 を 内 側 方 に 突 出 し た 上 片 ２ ０ と 、 上 片 ２ ０ の 先
端 を 外 側 方 に 突 出 し た 係 合 片 ２ １ と 、 上 片 ２ ０ と 係 合 片 ２ １ と か ら 形 成 し た 係 合 溝 ２ ２ と
、 係 合 溝 ２ ２ の 最 奥 に 形 成 し た パ ッ キ ン グ 材 ２ ３ と か ら 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 雌 型 連 結 部 ４ と 雄 型 連 結 部 ５ は 図 １ に 示 す よ う に 連 結 さ れ て 凹 状 の 固 定 部 ９ が 固 定 具 β
に よ り 壁 下 地 α に 固 定 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 固 定 部 ９ が 固 定 具 β に よ り 固 定 さ れ る こ
と に よ り 、 防 水 面 １ ７ が 固 定 さ れ る よ り も 安 定 性 が 良 く 、 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ が バ タ 付 く こ
と が な く な る と 共 に 、 芯 材 Ｄ と し て 合 成 樹 脂 発 泡 体 等 の プ ラ ス チ ッ ク フ ォ ー ム を 使 用 し た
場 合 に は 、 芯 材 Ｄ の 経 時 的 な 変 形 が 外 観 に 現 れ る の を 防 止 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 嵌 合 溝 １ １ は 後 記 す る 壁 材 Ｂ の 係 止 片 ３ ０ を 嵌 合 し 、 壁 材 Ｂ を 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ に 固 定
す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 勿 論 、 嵌 合 溝 １ １ の 形 成 ピ ッ チ は 壁 材 Ｂ の 働 き 幅 と 同 じ で あ る 。 ま た 、 固 定 片 部 ２ と 設
置 片 部 ３ の 形 成 個 数 も 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 水 抜 き 溝 １ ２ は 図 ６ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 Ｆ が 形 成 さ れ て い な い 部 分 に で き る 空 間 で
あ り 、 こ の 部 分 を 介 し て 、 万 が 一 に 内 部 に 浸 入 し た 雨 水 等 を 外 部 に 排 出 す る た め の 部 分 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 壁 材 Ｂ は タ イ ル 、 セ ラ ミ ッ ク 板 、 あ る い は セ メ ン ト 板 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 板 、 珪 酸 カ ル シ
ウ ム 板 、 木 片 セ メ ン ト 板 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 板 等 、 も し く は こ れ ら に ガ ラ ス 繊 維 、 ウ ィ ス
カ ー 、 ア ラ ミ ド 繊 維 、 ス チ ー ル 繊 維 、 炭 素 繊 維 、 各 種 鉱 物 繊 維 、 各 種 骨 材 等 を 混 入 し た も
の 、 等 を 押 出 成 形 、 プ レ ス 成 形 、 射 出 成 形 、 抄 造 法 、 等 に よ っ て 成 形 し た 窯 業 系 サ イ デ ィ
ン グ 材 、 ま た は 各 種 繊 維 を ク ロ ス 状 、 三 次 元 状 に 織 り 、 こ れ に セ メ ン ト 、 粘 土 等 を 含 浸 し
て パ ネ ル 状 に 成 形 し た も の を 乾 燥 、 蒸 気 養 生 、 焼 成 、 等 し た も の 、 さ ら に は 金 属 製 パ ネ ル
、 金 属 製 サ イ デ ィ ン グ 材 （ 金 属 製 表 面 材 の 裏 面 に 合 成 樹 脂 発 泡 体 等 の 芯 材 を 積 層 し た 建 材
、 あ る い は 金 属 製 表 面 材 と 裏 面 材 間 に 合 成 樹 脂 発 泡 体 等 の 芯 材 を サ ン ド イ ッ チ し た 建 材 ）
、 木 板 、 合 成 樹 脂 板 、 等 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 説 明 す る と 、 壁 材 Ｂ の 一 例 と し て は 図 ８ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 長 尺 板 状 で
表 面 の 化 粧 面 ２ ４ の 幅 方 向 上 下 端 に 相 决 り 状 の 雌 実 部 ２ ５ と 雄 実 部 ２ ６ を 有 し 、 か つ 、 雄
実 部 ２ ６ の 切 り 欠 き 角 部 に は 係 止 溝 ２ ７ 、 足 ２ ８ を 形 成 し 、 足 ２ ８ に は 凹 部 ２ ８ ａ 、 突 起
２ ８ ｂ を 形 成 し 、 雄 実 部 ２ ６ に は 係 止 溝 ２ ９ 、 係 止 片 ３ ０ 、 傾 斜 面 ３ １ 、 段 差 ３ ２ を 形 成
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 係 止 片 ３ ０ は 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ の 嵌 合 溝 １ １ に 係 止 さ れ て 壁 材 Ｂ の 上 端 部 分 を 固 定 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 凹 部 ２ ８ ａ は 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 接 着 剤 Ｐ を 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ と 壁 材 Ｂ 間
に 内 在 さ せ る こ と に よ り 接 着 力 の 強 化 と 接 着 剤 Ｐ の 使 用 量 の 低 下 を 図 る た め に 形 成 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 突 起 ２ ８ ｂ は 、 壁 材 Ｂ 成 型 時 の 口 金 の 摩 耗 管 理 、 壁 材 Ｂ の 生 産 管 理 の た め に 形 成 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 傾 斜 面 ３ １ は 万 が 一 に 壁 材 Ｂ が 破 損 し た 場 合 に 、 壁 材 Ｂ の 上 端 部 を 挿 入 し 易 い よ う に 形
成 し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 施 工 は 、 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ を 土 台 か ら 軒 方 向 に 施 工 し 、 そ の 後 接 着 剤 Ｐ を 施 工 し な が ら
壁 材 Ｂ を 嵌 合 と 接 着 剤 Ｐ を 介 し て 下 地 兼 取 付 部 材 Ａ 上 に 取 り 付 け る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に よ れ ば 、 今 ま で に な い 施 工 性 と 断 熱 性 を 向 上 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 の 代 表 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 の 代 表 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に 使 用 す る 下 地 兼 取 付 部 材 の 代 表 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に 使 用 す る 下 地 兼 取 付 部 材 の 代 表 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に 使 用 す る 下 地 兼 取 付 部 材 の 代 表 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に 使 用 す る 下 地 兼 取 付 部 材 の 代 表 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に 使 用 す る 下 地 兼 取 付 部 材 の 代 表 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 壁 材 の 取 付 方 法 に 使 用 す る 壁 材 の 代 表 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ａ 　 下 地 兼 取 付 部 材
　 Ｂ 　 壁 材
　 Ｃ 　 表 面 材
　 Ｄ 　 芯 材
　 Ｅ 　 裏 面 材
　 Ｆ 　 固 定 部 材
　 Ｐ 　 接 着 剤
　 α 　 壁 下 地
　 β 　 固 定 具
　 １ 　 防 水 部
　 ２ 　 固 定 片 部
　 ３ 　 設 置 片
　 ４ 　 雌 型 連 結 部
　 ５ 　 雄 型 連 結 部
　 ６ 　 上 側 壁
　 ６ ａ 　 水 平 面
　 ７ 　 下 側 壁
　 ８ 　 固 定 面
　 ９ 　 固 定 部
　 １ ０ 　 接 着 剤 位 置 決 め 部
　 １ １ 　 嵌 合 溝
　 １ ２ 　 水 抜 き 溝
　 １ ３ 　 差 込 片
　 １ ４ 　 上 面
　 １ ５ 　 下 面
　 １ ６ 　 差 込 溝
　 １ ７ 　 防 水 面
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　 １ ８ 　 舌 片
　 １ ９ 　 下 片
　 ２ ０ 　 上 片
　 ２ １ 　 係 合 片
　 ２ ２ 　 係 合 溝
　 ２ ３ 　 パ ッ キ ン グ 材
　 ２ ４ 　 化 粧 面
　 ２ ５ 　 雌 実 部
　 ２ ６ 　 雄 実 部
　 ２ ７ 　 係 止 溝
　 ２ ８ 　 足
　 ２ ８ ａ 　 凹 部
　 ２ ８ ｂ 　 突 起
　 ２ ９ 　 係 止 溝
　 ３ ０ 　 係 止 片
　 ３ １ 　 傾 斜 面
　 ３ ２ 　 段 差
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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